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年会費の納入と会員勧誘についてのお願い 

2023年度の会費の納入時期となりました。振込用紙を同封させていただきましたので，年会費

（3,000円）をお振り込みくださいますようお願いいたします。 

また，会員の皆様におかれましては，周囲の方々に本学会への入会をお勧めください。 

右記のQRコード，学会ホームページから登録が可能です。よろしくお願いいたします。 

連絡用メールアドレスの登録のお願い 

本学会では今後，会員の皆さまへの諸連絡も迅速に行いたく，皆さまのメールアドレスの登録をお

願いしています。また，学会ホームページを活用して年次学会の各種申込書だけでなく，学会通信等

のダウンロードも検討しています。メールアドレスの登録はお名前，所属機関名，所属地区名 

を kinki.sch.hlth@gmail.com までお送りいただくか，右記のQRコードから登録ください。 

よろしくお願いいたします。 



2023年2月8日                                           近畿学校保健学会通信No.164 

‐2‐ 

 

第 70回近畿学校保健学会開催要項 

第 70 回近畿学校保健学会会長 入駒 一美 

東京医療保健大学 

 

 第 70 回近畿学校保健学会を下記の通り開催いたします。学会では，学校現場などでの実践報告も

歓迎いたします。皆様のご参加を心よりお待ち申し上げます。 

 

1．学会テーマ 「健康基盤を育成する学校環境の整備」 

 

2．開催方法  対面開催 

 

3．会 場   和歌山県立医科大学 伏虎キャンパス 

〒640-8156 和歌山市七番丁 25 番 1  

URL：https://www.wakayama-med.ac.jp/access/index.html 

 

4．日 時  2023 年 7 月 1 日（土）10:00～17:10  

 

5．内 容  

（1）受付開始 9:30～ 

（2）一般演題発表 10:00～12:00 

（3）昼食 12:00～13:00 

（4）評議員会・総会 13:00～13:50 

（5）教育講演 14:00～15:30 

「チーム学校による成長・発達を『支える生徒指導』の進め方 

  〜『生徒指導提要』の改訂を踏まえて」 

講師 新井 肇（関西外国語大学 外国語学部 教授）  

座長 内海 みよ子（東京医療保健大学 和歌山看護学部 教授） 

（6）休憩 15:30～15:40 

（7）シンポジウム 15:40～17:00 

「健康基盤を育成するチーム学校の推進について」 

座長 入駒 一美（東京医療保健大学 和歌山看護学部 教授）  

（8）表彰式・閉会式 17:00〜17:10 
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6．一般演題申込み 

一般演題発表は，2023 年 4 月 14 日(金) までに，近畿学

校保健学会ホームページ（https://www.kinki-sha.org/），あ

るいは下記URL から「演題申込みフォーム」にアクセスし，

必要事項を入力して申込んでください。筆頭発表者は会員に

限りますが，共同発表者はその限りではありません。筆頭発

表者で会員でない方はあらかじめ学会入会の手続きを行っ

てください。なお，筆頭発表者のみ演題申込みと同時に「事前参加申込み」が完了しますが，

共同発表者が学会に参加される場合は個別に事前参加申込みを行ってください。 

【演題申込みフォーム】 URL：https://forms.gle/yzujtcPfQpf4r3Ay6 

※「警告」によりフォームにアクセスできない場合は，Google Chrome をご利用ください。 

7．近畿学校保健学会奨励賞 

対象者は，一般演題の筆頭発表者のうち，一般研究者（発表時に 40 歳未満），大学院生，学部学

生に該当する方です。該当者は「演題申込みフォーム」にある「近畿学校保健学会奨励賞の受賞資

格」の項目で「該当する」にチェックをしてください。 

8．事前参加申込み，参加費 

本学会は，事前参加登録を受け付けます。参加希望者は，2023 年 6 月 2 日（金）までに，下記

URL にアクセスし，「事前参加申込みフォーム」に必要事項を入力してお申込みください。 

・学会正会員（但し，2023 年度会費納入者） 1,000 円 

・当日会員（学会員ではない場合） 2,000 円 

・大学院生 1,000 円 

・学部学生 500 円 

※ 参加費は学会当日，会場でお支払いください。 

※ 学会員でも年度会費の納入がない場合は当日会員扱いとなり，参加費は 2,000 円となります。 

※ 近畿学校保健学会の会員ではなくても，また事前申込みをされていなくても，当日会員と

して参加できます。 

【事前参加申込みフォーム】 URL：https://forms.gle/KhsVASZbTNKkpHU76 

※「警告」によりフォームにアクセスできない場合は，Google Chrome をご利用ください。 

9．昼食について 

お弁当の準備はありません。また，大学構内での飲食は禁止されていますので，近隣の店舗等を

ご利用ください。 

10．懇親会 

懇親会は開催しません。 

11．問い合わせ先 

第 70 回近畿学校保健学会事務局 

〒640-8269 和歌山県和歌山市小松原通 4-20 

東京医療保健大学和歌山看護学部：武内 龍伸／入駒 一美 

TEL：073-435-5819，FAX：073-425-7007  E-mail：kinki.sha.70th@gmail.com 

締め切り 

演題申込 4 月 14 日（金） 

抄録締切 5 月 8 日（月） 

事前申込 6 月 2 日（金） 
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12．会場までのアクセス 

 

 

 JR 和歌山駅から和歌山バス約 5 分｢和歌山城前｣下車，徒歩約 2 分 

 南海電鉄和歌山市駅から徒歩約 12 分または和歌山バス約 3分｢公園前西｣下車，徒歩約１分

（https://www.wakayama-med.ac.jp/access/index.html でご確認ください） 

※大学構内には駐車場はありません。近隣の市営駐車場やコインパーキングをご利用くだ

さい。（和歌山城ホールのサイトも参考にしてください https://wakayama-

johall.com/access/） 
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加入者：近畿学校保健学会  加入者番号：00940-5-181826 

〒570-8555 大阪府守口市藤田町 6-21-57 大阪国際大学 後和研究室 

近畿学校保健学会事務局 TEL：06-6902-0791 FAX：06-6902-8894 

 

抄録原稿の作成方法と発表についての留意事項 

1．抄録原稿作成要項 

・抄録原稿は，別紙を近畿学校保健学会ホームページ（https://www.kinki-sha.org/conference.html）

からダウンロードしてください。 

・抄録原稿は，原則として，Microsoft Word で作成してください。 

・抄録はA4 サイズ 1 ページで作成し，上下 30mm，左右 25mm の余白を確保してください。 

・演題名は，中央に配置して，文字は 12 ポイントで強調文字にしてください。 

・一行空けて，筆頭発表者氏名，共同発表者氏名，所属を右寄せにして，10 ポイントで記入して

ください。 

・一行空けて，キーワードを 3 から 5 個，左寄せにして 10 ポイントで記入してください。 

・改行して本文となります。本文は 10 ポイントで 2 段に分け，1 段当たり 1 行 24 字で，中央は

3 字空けて 40 行で収めてください。MS明朝またはMSゴシックを使用ください。 

・本文では，研究・実践目的，研究・実践方法，研究・実践結果および考察を明確に簡潔に記述く

ださい。必要があれば収まる範囲で，図表（モノクロのみ可）を入れてください。 

2．抄録原稿送付先 

作成した抄録原稿は，2023 年 5 月 8 日（月） までに， E メールで下記送付先までお送りくださ

い。ファイル名は「筆頭発表者氏名（例えば，和歌山太郎）」，送信メールの件名は「抄録原稿」

としてください。 

【抄録送付先】   E-mail：kinki.sha.70th@gmail.com 

3．発表時刻等のお知らせ 

プログラムが完成次第，発表者にE メールでお知らせします。 

4．発表についての留意事項 

・発表は，1 演題につき，発表時間 8 分，質疑応答時間 4 分を予定しています。 

・発表時には対象に対する倫理的配慮，利益相反（COI）を必ず示すようにしてくだい。 

・動画の使用は，原則としてお控えください（必要な場合は学会事務局で相談に応じますので事

前にご連絡ください）。 

 

※筆頭発表者は，会員に限ります。筆頭発表者で会員でない方はあらかじめ年会費 3,000円を下記

の郵便振替口座にお振り込みいただき，学会入会の手続きを行ってください。なお，共同発表者

はその限りではありませんが，この機会に学会にご入会ください。 
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※本用紙は，学会ホームページからもダウンロードできます。 

https://www.kinki-sha.org/conference.html 

※不要箇所を削除し，様式を整えてお使いください。 

 

演題名（MS 明朝 12 ポイント，中央，強調文字） 

 

筆頭発表者氏名，共同発表者氏名，所属（10 ポイント，右寄せ） 

【記入例】和歌山太郎１），伏虎花子２） 

1）○○大学 2）△△大学 

（1 行空ける） 

キーワード（3～5 個，10 ポイント，左寄せ） 

（1 行空ける）本文（2 段組，10 ポイント，1 段あたり 40 行，1 行 24 文字，中央は 2 文字空ける） 

【目的】 

 

 

 

 

 

【方法】 

 

 

 

 

 

【結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・原稿はA4 用紙 1 ページで，余白は上下 30mm，左右 25mm 

・演題名：中央に配置して，文字は 12 ポイントで強調文字 

・1 行空けて，筆頭発表者氏名，共同発表者氏名，所属を右寄せにして，

10 ポイント 

・1 行空けて，キーワードを 3～5 個，左寄せにして 10 ポイント 

・1 行空けて，本文 

本文は 10 ポイントで 2 段組，1 段当たり 40 行，1 行 24 字， 

2 文字空ける，文字間を 0.2pt 狭く 

書体は，MS明朝またはMSゴシック，英数は century 

・本文では，研究・実践目的，研究・実践方法，研究・実践結果および

考察を明確に簡潔に記述 

・ファイル名は「発表者氏名」，送信メールの件名は「抄録原稿」 

・抄録原稿の締切は，2023 年 5 月 8 日（月） 

別紙 
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2022年度 

第 2回近畿学校保健学会幹事会議事録 

日 時：2022 年 9 月 24 日（土曜日） 

13:00～14:30 

場 所：Zoom によるWeb 開催 

出席者：【幹事長】後和 

【常任幹事】大平，笠次，宮井 

【幹事】 

（滋賀）高野 

（京都）井上，長村，藤原 

（大阪）大川，竹端，出水，吉岡 

（兵庫）北口，鬼頭，中村 

（奈良） 

（和歌山）森岡，内海（計 17 名） 

委任状：白石，髙田，辻井（計 3 名） 

オブザーバー：入駒，武内（和歌山） 

議事に先立ち，令和 4 年 2 月 22 日にご逝去

されました名誉会員である小西博喜先生（享年

90 歳）を悼み，出席者全員で黙祷を捧げた。 

議 題： 

1．第 69 回近畿学校保健学会の開催について 

・年次学会報告 

年次学会長の高野幹事より，第 69 回近畿学

校保健学会について，新型コロナウイルス感染

症拡大によりWeb 開催となったが，53 名の参

加があり，無事に開催することができたことに

対して感謝の意が示された。 

・評議員会および総会報告 

後和幹事長より，資料をもとに 2022 年度近

畿学校保健学会評議員会・総会の議決について

は電磁的方法で実施し，投票結果を総会時に公表

されたことが報告された。なお，ご逝去された小

西博喜先生が総会資料の名誉会員名簿に掲載

されていること，また新名誉会員として川畑徹

朗先生，新幹事長および新常任幹事が第 69 回

近畿学校保健学会評議員会および総会にて承

認されたことが報告された。 

2．学会通信 163 号について 

・第 69 回近畿学校保健学会報告の掲載内容 

年次学会長の高野幹事より，資料をもとに掲

載内容について説明され，承認された。 

なお，後和幹事長より，学会通信の空きページ

について，関連企業等の広告以外に「特別寄稿」

あるいは「特集ページ」等を掲載する提案があ

り，承認された。 

3．第 70 回近畿学校保健学会の開催について 

学会長の入駒一美先生（東京医療保健大学）

より開催について以下の説明がなされた。 

・開催日と開催方法 

開催日は 2023 年 7 月 1 日（土）とするが，

開催方法については新型コロナウイルス感染

症の状況をみながら今後決定する。 

・学会テーマ 

学会テーマは現時点では未定であり，今後決

定することの報告があった。 

4．2022 年度研修セミナーについて 

笠次常任幹事より，2022 年度研修セミナー

について，日程と方法について以下の提案がな

された。 

・日程と開催方法 

2023 年 2 月 5 日（日），18 日（土），19 日

（日），23 日（木/祝日）のいずれかを候補とし，

方法はZoomを用いて開催する予定であること

が報告された。 

・研修内容 

BHELP（災害時における学校現場の避難所

開設）や JPTEC（ファーストレスポンダー：非

医療従者における外傷傷病者への対応）などに

ついて説明がなされた。なお，参加者は会員だ

けでなく，非会員（学校の管理職や養護教諭な

ど）の参加も募ることとした。 

5．その他 

・近畿学校保健学会役員選挙 

幹事より，近畿学校保健学会役員選挙の被選

挙人の在り方および評議員の選出方法につい

て，検討する必要があるとの提案があり，引き

続き議論することとなった。 

・学会ホームページ 

後和幹事長より，現在近畿学校保健学会ホー

ムページを管理しているソフトのメンテナン

ス対応の終了に伴い，新たなソフトによるホー

ムページを作成することが報告された。 
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2022年度 近畿学校保健学会研修セミナー 

 今回のセミナーで扱うテーマは，「クールダウンストレッチング」です。ストレッチングは，様々な

動画コンテンツや書籍を手軽に入手出来るので目新しくないと思うかもしれませんが，今回はストレ

ッチングを体験する実践に解剖学と身体の使い方やケガ予防の観点を加えて，オンラインで気軽に受

講できる研修セミナーを企画しました。講師は，整形外科のスポーツドクターとして永年選手の治療

や指導に関わってきた，本学会常任理事の笠次良爾です。ぜひ奮ってご参加ください。 

【テーマ】クールダウンストレッチングの実際と理論 

【日時】2023 年 3 月 21 日(火・祝) AM10:00～12:00 

【開催方法】ZOOM によるオンライン開催 

【受講対象】会員（参加費は無料） ※非会員は学会への会員登録したのち，ご参加ください。 

【講師】笠次良爾（整形外科医師・日本スポーツ協会公認スポーツドクター）奈良教育大学教育学部

保健体育講座 

【内容】クールダウンストレッチングの実技講習会です。オンラインで自宅から参加していただけま

す。カメラON での実技に抵抗があるという方は，カメラOFF での参加もOK です。運動

部活動や体育のクールダウンだけでなく，保健室での実践にも利用可能です。ぜひお気軽に

ご参加ください。 

【参加申込方法】参加申込フォーム（https://forms.gle/jEcBKktJqPLRmP3m8）から 

申込みください。右記のQR コードからも申し込みができます。 

【申込締切】3 月 19 日(日)  

編集後記 

約 3 年間続いたコロナの 2 類相当対応がようやく 5 月の連休明けには 5 類相当に変更されそう

ですが，一度習慣化してしまったマスク生活に対して国民がどのように反応していくのか，興味深

いところです。1946 年にアメリカの文化人類学者ルース・ベネディクトは，著書「菊と刀」の中

で，西洋人が「罪の文化」であるのに対して，日本人は「恥の文化」であると記しています。罪の

文化は個々人が自分の中にある良心による罪の自覚に基づき行動を律するのに対して，恥の文化

では他者の非難や嘲笑を恐れて自らの行動を律するという考え方です。このコロナ禍のウイルス

の変異，マスク装着に関する政府からの要請と国民の反応を見ていると，約 80 年前に指摘された

この日本人の気質は今も変わっていないのではないかと感じます。 

今週は京都と滋賀では久しぶりの大雪で，本日は奈良では若草山の山焼きが 3 年ぶりに通常開

催されました。みぞれ交じりの雪の後で勢いよく燃え広がりませんでしたが，山焼きの前に打ち上

げられた大花火は実に見事で，17 万人の大観衆が静まりかえってその光景を目に焼き付けていま

した。お水取りまではまだまだ厳しい寒さが続きますが，皆様どうぞご自愛ください。 

（常任幹事 笠次良爾） 


